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　もともと学術研究の成果は，特定の個人や国家のものではなく，国境を越えてすべての人類が共
有すべきものである．人間活動の急激な進展に伴い大気中の二酸化炭素，メタン等が増加し，地球
規模での環境汚染が進行するなかで，1950年代の国際地球観測年をいわばはじまりとして，1990
年からの地球混一生物圏国際協同研究計画によって国際政策協調方式の議論がより活発となり，学
術研究の国際協力の必要性も大きなうねりとなって強調されるようになってきて，世界を構成する
各国の学術面での国際貢献にも大きな関心が集ってきた．
　国際協力はそのまま必ずしも国際貢献につながるわけではないが，すでにEC（ヨーロッパ共同
体）におけるErasmus計画では，　EC域内大学生の経費援助，留学先での授業料免除，単位の互換
などで域内大学生の相互交流をはかっており，1990～1991年度の参加学生数は44，484名を数える
に至り，また大学と企業の国際的技術協力を促進しようとするcomett計画も活発に推進されてい
る．国際貢献には，個人あるいは複数の相当数からなる集団レベルでの貢献と国家としての参加・
寄与が考えられるが，多くの場合後者が話題にされている．学術研究の面からの国際貢献には，貢
献しようとする国の研究水準が，貢献するに十分な高度の水準にあることが先決であり，国立大学
における教育・研究費を講座制の教官当校費単価で1970年度水準と比較するとき，1990年では実質
で4割程度の減少をみているわが国においては，国内的な研究・教育環境の改善こそ重要であると
いえよう．
　文化の交流には，文化は経済の下にあるという考えからまず脱却し，外国文化を十分理解する
か，あるいは影響を与える文化をもつことによってはじめてそれが可能であるという意見もある
が，学術研究に関しては，それ程の困難さや屈折した部分がないにしても，相手によって受け入れ
られることが肝要であって，それによって貢献のきっかけが出来るものであるだけに，そのために
手だてや枠ぐみを確立しておくことを忘れてはなるまい．受け入れられてはじめて貢献にかかわる
評価が可能となるからである．
　本誌の成果にも，まさしく国際貢献に直結することが期待されるが，論文にはいわゆる「正統」
な内容の知識の蓄積が要求されがちとはいえ，「異端」とよぼれるものによってこそ大いなる飛躍
がなされることも銘記しなければなるまい．
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